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教会におけるホルムアルデヒド濃度の推移
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表3ホルムアルデヒド発生源の検索結果
測定箇所　　　ホルムアルデヒド灘（ppm）温度（℃）湿度（％）
聖堂・柱
聖堂・床（祭壇）
聖堂・床（祭壇前）
香部屋・内野
香部屋・壁体内
0．04
0．16
0．12
0。12
0．80
24．6
24．2
24．2
25．1＊
67
64
64
80＊
＊温湿度は香部屋のもの
調査日時：平成16年9月9日
面，及び香部屋内面から放散するホルムアルデヒド濃度を
測定した．表3のように柱と比べ床面と二戸のホルムアル
デヒド濃度が高く検出され，これらが発生源の一つとして
寄与していることが考えられた．また，香部屋壁体に穴を
開け，内部の濃度を測定した結果，高濃度（0．80ppm）
のホルムアルデヒドが検出された．壁体内部のホルムアル
デヒドは第3種換気（排気型）使用時に室内が陰圧となる
ため，室内に漏出される可能性が考えられ，室内空気中の
ホルムアルデヒド濃度が高いことに関連があることが推定
された．しかし，香部屋の壁体に使われている構造用合板，
シナ合板はデシケー画法でホルムアルデヒド放散量が少な
いことを確認しており，壁体内部の高濃度のホルムアルデ
ヒドの発生源は特定できなかった．図2のように室内のホ
ルムアルデヒド濃度は依然として指針値を超えていた（第
4回目・の測定，114～191μg／m3）．
3．室内空気中化学物質濃度の低減化対策
　聖堂の換気量を測定したところ，換気量が設定値の1／6
程度と少なく，原因を調べた結果換気フードに取り付けら
れた防虫網が目詰まりをしていることが判明した．換気
フードの清掃を行い，新たに換気口を8ヵ所設置した．10
月13日の測定時（第5回目）には室内空気中ホルムアル
デヒド濃度は5ヵ所の内，4ヵ所で改善され，このうち
2ヵ所では指針値以下に低下した（図2）．換気効果確認
のため，聖堂（南西側）では換気扇を作動させなかった．
その結果，ホルムアルデヒド濃度の減少は認められなかっ
た．
　その後，壁体内からの化学物質の放散を抑えるために，
換気を第2種換気（給気型，2台作動時で換気回数0．7
回／hの能力）に変更した．また，設計者らの判断で低減
化剤（抗酸化剤と称するもの）を塗布した．
　11月15日（第6回目）に各部屋の室内空気中ホルムア
ルデヒドを測定したところ，すべて指針値以下であった
（12～66μg／m3）．12月16日（第7回目）と翌年3月10
日（第8回目）に再測定が行われたが，いずれも11月15
日と同様に指針値以下であり，それぞれ7．3～41μg／m3
と13～54μg／m3であった．
4．可塑剤，農薬等の測定
　教会の室内空気中ホルムアルデヒド濃度は当初と比べて
大幅に低下し，指針値以下に改善した．しかしながら，平
成16年3月の時点で信徒の症状は依然として続いており，
患者数も増加していた．そこで4月5日（第9回目）に未
測定だった可塑剤，農薬等も含めて調査したが，いずれも
低濃度であった（表4）．また，アルデヒド類で未測定
だったプロピオンアルデヒド，クロトンアルデヒド，ブチ
ルアルデヒド，ベンズアルデヒド，イソバレルアルデヒド，
バレルアルデヒド，o一トルアルデヒド，窺一トルアルデヒ
ド，ρ一トルアルデヒド，ヘキサアルデヒド及び2，5一ジメ
チルベンズアルデヒドについても，これまでに論集したす
べての試料について確認したがいずれも検出限界（5μg／
m3）以下であった．この時点ではVOCとホルムアルデヒ
ド，アセトアルデヒド濃度は平成15年6月6日（第1回
目）と比べて大きく改善していた（表2）．
5．ホルムアルデヒド濃度の再度の上昇
　換気を改善することにより，平成15年ユ1月から平成
16年4月まではホルムアルデヒドを指針値以下にするこ
とができた．教会の判断により平成15年10月末から12
月初めと平成16年6月末から7月初めにかけて全館に低
減化剤（抗酸化工法と称するもの）の塗布と壁体内への噴
霧を行った．8月に予定されている教会堂使用前に，7月
23日（第10回目）に再度アルデヒド類の調査を行った．
この測定では前年同時期の測定（平成15年7月31日：第
2回目）よりは濃度が低かったものの，聖堂2ヵ所と談話
コーナーから指針値を超える濃度のホルムアルデヒドが検
出された（図2）．この原因は外気温により建物が暖めら
れ，ホルムアルデヒドの放散量が増加し換気だけでは抑え
られなかったためと考えられた．なお，この測定時には聖
堂では第3種換気（排気型）の条件であったこともその一
因と考えられた．
　本教会はホルムアルデヒド放散量が低い建材を指定して
建設したにもかかわらず，室内空気中ホルムアルデヒド濃
度が指針値を大幅に超過した．その結果，教会を使用して
いる信徒らに健康被害をもたらす要因の一つになったと推
定された．この原因として換気装置の不備による換気量の
低下が考えられた．また，教会のような大きな建築物では
使用される建材も非常に多く，指定外の建材が紛れ込む可
能性も否定できない．建材の対策や換気手法の改良が進め
られているが，竣工後建築物を使用する前に室内空気質を
測定することは，今後も人の健康を守る上で重要なことと
考える．
要 約
　シックハウス症候群の発生が見られた教会の室内空気を
調べたところホルムアルデヒドとTVOCが高濃度で検出
された．ホルムアルデヒド発生源を検索したところ，発生
源は特定できなかったが壁体内から高濃度のホルムアルデ
ヒドが検出され，聖堂床面からも検出された．聖堂の換気
量は換気口の防虫ネットの目詰まりが原因で設定値を大き
く下回っていた．防虫ネットの清掃，新たな換気口の設置，
換気装置を第2種（給気型）に変更することによりホルム
アルデヒド濃度を指針値以下にすることができた．この間，
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表4農薬・可塑剤の濃度
フタル酸エステル類 聖堂（μg／m3）　司祭館寝室（μg／m3）指針値（μg／m3）
フタル酸ジメチル
フタル酸ジエチル
フタル酸ジプロピル
フタル酸ジイソブチル
フタル酸ジブチル
フタル酸ジペンチル
フタル酸ジヘキシル
フタル酸ブチルベンジル
アジピン酸ジオクチル
フタル酸ジエチルヘキシル
フタル酸ジシクロヘキシル
フタル酸ジオクチル
　0．018
　0．005
＜0．001
＜0．001
　0．136
＜0．001
＜0．001
〈0．001
　0．002
　0．108
＜0．001
＜0．001
　0．077
　0，018
〈0．001
＜0．001
　0．287
〈0．001
〈0．001
〈0．001
　0．003
　0．047
＜0．001
〈0．001
220
120
農薬及びその他の化学物質
テトラデカン
カンファー
フェノブカルブ
ダイアジノン
IF1000S
S－421
クロルピリホス
　0．054
　0．008
＜0．001
＜0．001
＜0．001
＜0．001
〈0．001
　0．272
　0．040
〈0．001
＜0．001
〈0．001
＜0．001
＜0．001
330
33
0．29
1（0，／）
有機リン系難燃剤
リン酸トリエチル
リン酸トリブチル
リン酸トリス2一クロロエチル
リン酸トリス2一ク強目ー1一メチルエチル
リン酸ト・リブトキシエチル
〈0．001
　0．008
　0．003
＜0．001
＜0．001
　0．040
　0．083
　0．003
＜0．001
〈0．001
調査日時：平成16年4月5日
教会と設計者の判断により低減化剤（リン酸チタニア及び
抗酸化工法と称するもの）を合計3度塗布した．しかしな
がら，竣工2年目の夏期に再びホルムアルデヒド濃度が上
昇し指針値を超過した．
　今回の教会の事例では換気の改善や低減化剤の施行のみ
では夏期の気温上昇によるホルムアルデヒド放散量の増加
を指針値以下に抑えることができなかった．今後もホルム
アルデヒド発生源の解明を押し進め，低減化対策を施す必
要がある．
　本研究は平成15年度から開始された重点領域特別研究
「室内空気質についての予防医学的研究と化学物質過敏症
の遺伝子診断法の開発」の一環として行われたことを付記
する．終りに臨み，本教会の室内空気の採取と患者情報提
供に協力いただいた関係者各位に深謝致します．
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